
彫
塑
會
主
旨

〔渡〕

藝
苑
の
進
運
は
今
賂
に
過
度
推
移
の
時
代
に
あ
り

よ
れ
ば
凡
そ
次
の
よ
う
な
作
品
が
出
品
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

川
端
玉
章
「
後
赤
壁
」
「
瀑
布
」
「
雨
後
山
水
」
「
女
―
―
一
の
宮
」
、
山
名
寛
義

「
菊
藤
」
「
児
島
高
徳
」
、
荒
木
寛
畝
「
鶏
」
「
豆
州
戸
田
真
景
」
、
天
草
神
来

「
大
阪
夏
陣
」
「
雨
中
の
竹
」
「
鯉
魚
」
「
水
咄
」
「
暁
霧
」
「
田
舎
村
婦
」
「
舟

遊
」
、
本
多
天
城
「
蓬
莱
山
」
「
桜
」
、
岡
田
秋
嶺
「
秋
景
山
水
」
、
鷹
田
其
石

「
日
の
出
に
霧
中
若
松
」
「
高
士
」
「
読
経
」
「
松
林
山
水
」
、
前
波
鶴
年
（
覚

次
郎
）
「
雨
後
の
月
」
「
箱
根
八
景
」
「
野
犬
」
「
梅
林
」

「
初
春
」
「
兆
殿
司
」

そ
の
他
、
高
橋
烏
谷
（
勇
）
「
雨
中
山
水
」
、
島
田
友
春
「
張
果
老
」
、
田
中

和
一
（
春
岱
）
「
春
の
海
」
、
山
本
光
汀
（
昌
）
「
夕
陽
」
「
漿
雨
」
、
有
馬
龍

秀
「
春
」
「
郊
外
」
、
高
橋
岱
峯
（
来
平
）
「
社
頭
春
色
」
「
秋
の
雨
」
、

豊
岡

東
江
（
保
太
郎
）
「
春
郊
」
、
渡
辺
吉
太
郎
「
春
駒
」
、
渡
辺
香
涯
「
野
趣
」
、

結
城
素
明
「
わ
か
葉
」
、
中
村
如
等
（
端
三
）
「
秋
景
」
、
村
崎
雅
章
（
政
梵
）

「
春
駒
」
「
兵
衛
佐
局
」
、
野
口
駿
尾
「
猫
」
、
西
原
雅
風
「
西
湖
」
、
平
井
芳

亭
（
富
夫
）
「
入
相
」
「
収
穫
」
、
藤
井
紫
水
（
豊
）
「
夏
草
」
「
母
子
」
、
田

中
稲
山
「
源
語
榊
の
巻
図
」

彫
塑
会

十
二
月
、
本
校
彫
刻
科
卒
業
生
有
志
に
よ
る
彫
塑
会
が
結
成
さ
れ
た
。
塑
造

科
設
置
を
背
景
に
、
率
先
し
て
彫
刻
革
新
の
道
を
歩
も
う
と
す
る
人
々
の
集
ま

り
で
あ
っ
た
。
そ
の
主
旨
と
規
則
は
『
校
友
会
雑
誌
』
第
二
号
に
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。

⑬ 

藉
様
の
典
型
漸
く
破
れ

第
一
條

明
治
三
十
三
年
五
月
十
日
よ
り
廿
三
日
迄
二
週
間
上
野
公
園
五
披

展
覧
會
瑕
規
則

明
治
三
十
二
年
十
二
月
一
日

堀
川

鼎
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高
村
光
太
郎

細
谷
一
二
郎

政
治

青

木

外

吉

木
保
義
太
郎

新
免
赦
太
郎

山
田

委

員

渡

邊

長

男

石
井
徳
千
代

阿

部

光

治

ん
と
し
因
襲
の
弊
風
将
た
改
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
此
時
に
方
り
て
斬
新
正
法

〔
未
だ
十
分
力
〕

の
製
作
未
分
進
運
に
契
合
す
る
者
の
出
す
る
な
く
厳
正
純
潔
の
會
合
尚
斯
界

を
提
醒
す
る
に
足
る
も
の
を
生
ぜ
ず
藝
術
に
忠
に
し
て
精
進
に
志
あ
る
も

の
誰
か
之
を
嘆
せ
ざ
ら
ん
や
念
ふ
に
こ
れ
天
下
の
憂
に
先
た
ち
て
憂
ふ
る

も
の
に
し
て
卒
先
手
を
こ
の
改
進
の
事
に
着
け
ん
は
固
よ
り
冒
難
多
難
の
業

に
濁
す
こ
れ
そ
の
先
進
老
境
の
諸
家
に
待
っ
べ
か
ら
ざ
る
所
以
な
り
少

〔
な
ん
〕

牡
氣
鋭
の
作
家
蓋
ぞ
共
に
力
を
こ
A

に
致
さ
ゞ
る
彫
塑
會
は
こ
の
志
に
依

り
て
成
れ
る
も
の
な
り
明
治
三
十
三
年
五
月
を
期
し
て
列
観
場
を
東
豪
に

開
き
以
て
こ
の
大
業
の
第
一
着
手
と
な
さ
む
と
す
彼
の
明
慾
比
周
の
義
に

至
り
て
は
絶
へ
て
存
ず
る
と
こ
ろ
に
非
す
亦
彼
の
病
弊
の
原
と
な
る
べ
き

〔し〕

形
式
の
賞
撰
を
行
ふ
こ
と
な
り
有
為
の
作
家
其
れ
た
ゞ
作
品
を
出
し
て
世

に
示
す
に
吝
な
ら
ざ
れ

明治 32年



第
十
條

第
九
條

第
六
條

第
七
條

第
四
條

第
五
條

第
一
二
條

第
二
條

館
北
部
三
分
の
一
に
於
て
會
員
の
新
製
品
を
陳
列
し
公
衆
の
観
覧

に
供
す

本
會
の
出
品
物
は
材
料
の
何
た
る
を
問
は
ず
凡
て
立
橙
的
造
形
美

術
品
に
限
る
も
の
と
す

注
意
器
物
の
形
を
な
し
た
る
も
の
及
び
箱
聾
的
に
濁
す
る
片

切
彫
其
他
最
長
鰹
五
寸
以
内
の
物
は
謝
絶
す

本
會
出
品
は
開
會
三
日
前
に
目
録
を
添
へ
本
會
會
場
に
送
附
す
べ

し
右
期
日
内
に
到
逹
せ
ざ
る
も
の
は
陳
列
を
許
さ
ず

但
し
登
送
後
出
品
人
の
意
志
に
由
ら
ざ
る
事
故
の
為
め
延
着
せ

し
も
の
は
此
限
に
あ
ら
ず

出
品
物
の
遁
送
費
は
往
復
共
出
品
者
の
自
辮
た
る
こ
と

出
品
物
は
賣
品
非
賣
品
の
福
別
を
出
品
目
録
に
明
記
し
賣
品
は
債

格
を
記
入
す
べ
し

出
品
物
は
凡
て
目
録
に
照
し
預
證
を
交
附
す
べ

し

賣
品
の
所
望
者
あ
る
と
き
は
賣
債
二
割
以
上
の
證
披
金
を
取
り
約

定
證
を
交
附
し
置
き
閉
會
後
三
日
間
内
に
受
授
の
手
績
を
な
し
代

債
は
出
品
人
に
交
附
す
べ
し

出
品
物
は
開
會
中
本
會
に
於
て
力
め
て
保
護
を
な
す
べ
し
と
雖
ど

も
避
く
べ
か
ら
ざ
る
災
害
毀
損
は
本
會
其
責
に
任
せ
ざ
る
べ
し

出
品
物
は
閉
會
後
三
日
間
以
内
に
受
取
人
を
出
す
べ
し

れ
ば
先
彿
を
以
て
還
附
す
べ
し

第
八
條
開
會
中
出
品
物
は
他
に
搬
出
す
る
を
許
さ
ず

の
と
す

否
ら
ざ

但
賣
却
せ
し
出
品
者
は
賣
債
の
賣
割
を
本
會
に
寄
附
す
べ
ぎ
も

第
十
一
條

毎
一
人
必
ず
之
を
携
ふ
べ
し

入
場
券
は
金
三
錢
と
す

但
し
本
會
會
員
に
し
て
票
章
を
侃
ぶ
る
も
の
は
入
場
券
を
要
せ

附
則本

會
は
創
立
初
會
の
事
に
付
き
種
々
の
準
備
等
あ
る
を
以
て
豫
め
出

品
製
作
の
貼
敷
に
付
き
て
は
至
急
委
員
ま
で
通
知
あ
り
た
し

本
會
員
出
品
製
作
は
本
會
の
主
旨
に
基
き
恰
も
社
會
に
焚
表
の
目
的

を
有
す
る
も
の
な
れ
ば
今
よ
り
開
會
に
至
る
間
各
會
員
豫
定
製
作
の

題
目
に
付
き
て
は
逐
次
通
知
あ
り
た
し
本
會
は
大
に
社
會
に
紹
介

の
労
を
取
る
べ
し

彫
塑
会
の
第
一
回
展
は
翌
三
十
三
年
五
月

一
日
よ
り
三
十
日
ま
で
上
野
公
園

五
号
館
で
開
催
さ
れ
、
石
脊
像
を
主
に
油
土
、
木
彫
、
鋳
金
、
蝋
型
等
に
よ
る

作
品
を
含
め
て
百
十
余
点
が
展
示
さ
れ
た
。
本
校
塑
造
科
設
置
後
の
教
育
成
果

を
示
す
も
の
で
あ
り
、
西
洋
彫
刻
技
法
に
よ
る
写
生
風
の
作
品
の
新
鮮
さ
が
大

い
に
注
目
を
集
め
た
。
出
品
者
は
彫
刻
科
卒
業
生
を
中
心
に
同
科
在
校
生
と
教

官
、
鋳
金
科
の
卒
業
生
お
よ
び
在
校
生
等
で
あ
っ
た
。
出
品
の
概
況
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

渡
辺
長
男
「
労
働
者
」
「
女
髪
結
」
「
子
守
」
「
遭
難
」
「
眺
め
」
、
高
村
光
太

郎
「
観
月
」
、
白
井
雨
山

「
仮
寝
」
、
黒
岩
淡
哉
「
茶
摘
」
、

青
木
外
吉
「
老

嬬
」
「
老
人
」
、
山
田
政
治
「
輪
廻
し
」
「
た
ま
や
」
「
わ
ら
び
が
り
」
、
本
保

義
太
郎
「
小
供
」
「
飼
育
」
、
山
崎
巳
之
助
「
少
女
」
「
小
児
」
、
石
井
徳
千
代

「
婦
人
」
「
オ
蔵
」
「
漁
夫
」
、
武
石
弘
三
郎
「
肖
像
」
、

水
谷
鉄
也
「
愛
嬌

娘
」
、
細
谷
三
郎
「
試
味
」
、
堀
川
鼎
「
菓
子
売
」
「
重
聴
」
「
寒
さ
」
、
今
戸

第 第
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精
司
「
傾
杯
」
、
藤
田
文
蔵
「
不
二
印
の
痴
子
」
、

阿
部
光
治
「
獅
子
」
、

島
交
吉
「
避
難
」
、
新
井
豊
「
象
」
、

津
田
信
夫
「
狗
児
」
、
荒
川
嶺
雲
「
少

女」
、
香
取
秀
次
郎
（
秀
真
）
「
乾
鮭
」
、
桑
原
陶
「
馬
上
人
物
」
、

籾
井
阿
山

「
酪
舵
」

な
お
、
こ
の
展
覧
会
の
出
品
目
録
と
し
て
明
治
―
―
―
十
三
年
五
月
に
『
彫
塑
生

面
』
が
発
行
さ
れ
た
。
新
聞
の
中
に
は
『
東
京
日
々
新
聞
』
、

『
読
売
新
聞
』
、

『
千
代
田
日
報
』
の
よ
う
に
数
日
に
亙
っ
て
批
評
を
連
載
し
た
も
の
も
あ
り
、

中
で
も
『
東
京
日
々
新
聞
』
に
は
無
名
子
、
す
な
わ
ち
彫
塑
会
を
熱
心
に
支
援

し
て
い
た
大
村
西
崖
が
筆
を
執
っ
て
絶
賛
に
近
い
評
を
掲
げ
た
。
左
に
そ
の
主

要
な
部
分
（
五
回
連
載
の
う
ち
の
初
回
の
分
）
を
掲
げ
る
。

展

覧

會

評

判

(

-

)

無

名

子

〇
昨
今
上
野
の
五
琥
館
に
は
、
門
拉
三
ツ
の
展
覧
會
が
開
會
中
で
、

お
の

／
＼
見
所
の
あ
る
こ
と
だ
が
、
そ
の
中
で
も
彫
塑
會
が
最
も
面
白
い
。
こ
れ

は
尿
贋
で
も
な
ん
で
も
な
い
。
誰
が
見
て
も
み
な
さ
う
思
ふ
こ
と
だ
。

0
入
口
の
幕
を
潜
つ
て
ま
づ
見
渡
す
と
こ
ろ
、

空
色
の
背
幕
の
前
に
蝦
色
の

敷
物
の
上
に
列
べ
て
あ
る
物
は
、
み
な
石
背
脱
の
彫
塑
物
で
、
滴
場
白
黙
々

の
有
様
は
、
先
以
て
是
迄
日
本
の
彫
刻
界
に
見
た
事
の
な
い
新
光
景
で
あ

る
。
ま
し
て
場
中
所
々
に
サ
イ
子
リ
ヤ
遊
蝶
花
な
ど
の
美
し
き
草
花
を
飾
つ

て
、
誠
に
清
々
し
く
し
つ
ら
へ
た
る
、
東
洋
に
目
新
し
き
ラ
オ
コ
ー
ン
の
半

身
、
ミ
ロ
の
ヴ
ヰ
ナ
ス
な
ど
の
有
名
な
る
西
洋
古
像
の
模
型
を
列
べ
た
る
、

萬
端
斬
新
の
や
り
か
た
、
多
年
斯
界
の
保
守
陳
套
に
も
ど
か
し
が
つ
て
居
た

無
名
子
な
ど
は
、
誠
に
溜
飲
の
下
る
や
う
な
心
地
が
し
た
。

う
ち

0
社
な
ど
へ
も
来
た
案
内
朕
の
文
句
を
見
て
も
、
ま
た
此
會
が
先
に
出
し
た 前j 

趣
慈
書
の
や
う
な
も
の
を
見
て
も
、
此
會
の
連
中
が
、
如
何
ば
か
り
進
取
の

氣
象
に
富
み
、
自
信
の
力
を
有
し
て
居
る
か
ゞ
解
か
る
こ
と
だ
が
、
ま
だ
固

よ
り
至
極
完
全
な
成
功
を
し
た
と
は
言
れ
ぬ
け
れ
ど
も
、
な
る
ほ
ど
如
何
に

も
よ
く
卒
先
し
て
新
生
面
を
開
か
れ
た
。
初
陣
で
こ
れ
だ
け
に
や
れ
A

ば
、

ま
づ
／
＼
結
構
と
言
は
ね
ば
な
る
ま
い
。

〇
會
員
の
多
く
は
現
に
美
術
學
校
の
生
徒
で
、
主
脳
の
渡
邊
長
男
と
い
ふ

は
、
去
年
あ
た
り
卒
業
し
た
書
生
で
、
同
校
出
身
の
先
輩
や
教
師
連
は
一
向

典
つ
て
居
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
だ
が
、
さ
う
い
ふ
連
中
で
獨
立
し
て
堂
々
と
展

覧
會
を
開
く
と
い
ふ
こ
と
は
な
か
な
か
容
易
で
な
く
、
殊
に
物
事
の
先
鞭
を

着
け
る
と
い
ふ
こ
と
は
非
常
な
困
難
を
凌
が
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
だ
の
に
、
さ

〔
か
ん
そ
だ
い
〕

う
い
ふ
寒
措
大
が
よ
く
是
だ
け
の
事
を
畢
げ
て
是
だ
け
の
成
功
を
し
た
の
を

見
て
は
ど
う
し
て
も
讚
め
ず
に
は
置
か
れ
な
い
。

〇
此
會
の
出
品
の
製
作
は
、

言
は
ず
と
知
れ
た
西
洋
の
や
り
か
た
の
所
謂
の

塑
造
で
、
作
風
は
見
た
通
り
一
般
に
ま
づ
｛
鳥
生
風
で
、
陶
土
か
ま
た
は
西
洋

か
た
ぬ
き

の
プ
ラ
ス
テ
リ
ナ
で
捏
ね
て
、
そ
れ
か
ら
石
行
で
型
脱
に
し
た
も
の
だ
。
こ

の
抜
法
、
こ
の
作
風
は
、
岡
倉
時
代
の
美
術
學
校
に
は
夢
に
も
無
か
っ
た
も

の
で
、
彼
の
有
名
な
三
十
一
年
の
紛
擾
後
始
め
て
課
程
に
加
へ
て
、
今
で
は

は
じ

塑
造
科
と
い
ふ
一
科
さ
へ
設
け
ら
れ
た
の
だ
が
、
兎
に
角
肋
め
て
か
ら
こ
の

か
た
た
っ
た
渦
二
年
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。
そ
れ
で
是
だ
け
に
進
歩
し
た
と
は
宜

に
燈
く
位
の
こ
と
だ
。
そ
れ
に
し
て
も
彫
刻
術
の
修
業
に
は
此
方
法
が
最
も

善
い
こ
と
が
解
か
る
。
然
し
二
年
間
に
是
だ
け
の
技
伺
を
啓
殺
し
た
の
は
、

兎
に
角
、
功
を
長
沼
、
藤
田
の
二
氏
に
蹄
せ
ざ
る
を
得
ず
だ
。

〇
此
會
の
列
品
の
作
風
を
概
し
て
見
た
所
で
、
誠
に
嬉
し
い
事
が
あ
る
。
そ

せ
つ
こ
う
ぬ
き

の
塑
造
と

い
ひ
石
一
廿
脱
と
い
ひ
、
モ
デ
ル
を
使
っ
て
寓
生
す
る
こ
と

4

い
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と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
れ
ば
、

一
且
解
散
し
た
後
研
究
会
が
起
こ
り
、

ひ
、
何
れ
も
み
な
西
洋
風
に
は
違
ひ
な
い
の
だ
が
、
題
目
、
作
風
、
趣
味
な

ど
を
見
る
と
少
し
も
西
洋
臭
い
所
が
な
く
、
全
く
日
本
の
自
然
派
の
新
機
軸

に
な
っ
て
居
る
こ
と
だ
。
方
法
は
便
利
だ
か
ら
洋
風
を
取
る
は
勿
論
菩
い
け

れ
ど
も
、
或
一
派
の
油
給
家
の
や
う
に
、
主
意
と

い
ひ
趣
味
と
い
ひ
、
長
短

倶
に
取
っ
て
、
徹
頭
徹
尾
西
洋
心
酔
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
、
全
然
洋

風
の
模
倣
と
な
り
奴
隷
と
な
る
わ
け
で
、
誠
に
情
な
い
が
、
此
會
の
や
う
な

風
で
進
ん
で
行
け
ば
、
我
図
は
我
図
で
別
に
頭
を
畢
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

こ
れ
は
諸
生
が
理
屈
の
解
つ
て
居
る
為
で
も
あ
ら
う
が
、
長
沼
、
藤
田
な
ど

が
餘
り
注
入
的
赦
育
を
や
ら
な
い
か
ら
で
も
あ
ろ
う
か
。

（
明
治
一二
十
三
年
五
月
十
九
日
『
東
京
日
々
新
聞
』）

こ
れ
以
後
彫
塑
会
は
第
二
回
展
を
翌
三
十
四
年
四
月
十
日
か
ら
一
ヶ
月
間
、

本
校
倶
楽
部
で
開
ぎ
、
第
三
回
展
を
三
十
五
年
五
月
十
七
日
よ
り
二
十
日
間
同

所
で
開
い
た
が
、
第
四
回
展
に
つ
い
て
は
記
録
が
な
く
、
解
散
し
た
様
子
で
あ

る
。
明
治
三
十
七
年
十
一
月
発
行
の
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
三
巻

0
東
京
美
術
學
校
彫
刻
科
卒
業
生
の
研
究
會
彫
塑
會
解
散
後
、
更
に
研
究

會
を
開
き
隔
月
集
會
し
て
互
に
其
作
品
の
批
評
を
為
し
来
れ
る
が
、
會
員
も

漸
次
噌
加
の
模
様
あ
る
を
以
て
、
来
春
迄
に
其
規
模
を
搬
張
し
、
同
時
に
彫

塑
展
覧
會
を
開
き
、
従
来
の
作
品
井
に
新
作
品
を
陳
列
し
て
汎
く
公
衆
の
縦

覧
に
供
す
る
計
聾
な
り
と
聞
く

第
一
号
に

活
動
を
続
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
研
究
会
が
中
心
と
な
っ
て
明
治
三

十
八
年
に
は
彫
塑
同
窓
会
展
が
開
催
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ

る。
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